第３回L-Band RF Gun 開発G会合

日程：2008年10月10日(金)

時間：13：30 – 14：30

出席者：早野、浦川(KEK)、磯山、加藤、柏木(大阪)、栗木(広島)

ビオデ接続：52869

磯山：Linac2008の報告および関連情報について
いろいろ情報があったが、総合すると情報はDESYがいろいろ持っているようだ。周波数調整にしてもDESYに直接聞くのがよい。

C：ANLがL-bandのRFGunを製作したとの記述がICFA Beam Dynamics Panelのレターにでている。80MV/mで100nC/bunchをだしたとの情報である。

C：導波管の変換部で内導体がない形状については、ビームへの影響が懸念されるが、構造が単純化できるのでメリットもある。機会があれば検討したい。

柏木：プロトタイプの製作について


CADにより公差を含んだ図面を製作した。空洞の内壁のRをなくし、単純なピルボックス空洞に近い形状とした。
Q：周波数調整のテストは考えているか？
A：今のところは考えていない。

Q：材質は純アルミを考えているが、ジュラルミンなどの合金も考える必要があるか?

A：よくわからない。工作に聞いてみる。

Q：アルミだと表面酸化膜による接触抵抗が大きく、Q値が低くなってしまうのでは?

A：経験的には充分に押しつければ問題ない。





その他

Q：レーザーはどうなっているか?

A：二回ほど現状を問い合わせているが、返答がない。今一度問い合わせる。また、2008年度内にIAPの研究者が来日することも促してみる。










次回の会合は11/5(水)11：00より

文責：栗木

